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よ
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
資
料
整
理
の

た
め
二
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
ま
で
企
画
展
を
幾
分
減
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
心
機
一
転
す
っ
き
り
し
た
フ
ロ
ア
ー
で
企
画
展
再
開
で
す
。 

三
月
十
一
日
の
東
北
大
震
災
で
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
被
災

さ
れ
、
そ
れ
は
現
地
の
方
々
に
止
ま
ら
ず
私
た
ち
に
も
精
神
的
に
、
ま
た
は
身
体

的
に
多
く
の
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。 

「
が
ん
ば
れ
日
本
」
の
掛
声
が
い
つ
し
か
声
を
か
け
な
く
て
も
生
活
の
中
で
自
然

に
と
け
込
む
よ
う
に
消
え
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
・
・
・
と
思
い
ま
す
。 

 

社
会
生
活
の
中
で
の
心
の
問
題
が
大
き
く
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
北
大
震
災
や
そ
の
後
の
余
震
、
福
島
原
発
の
事
で
何
気
な
く
過
ご
し
て
き
た
日

常
の
生
活
に
不
安
を
覚
え
、
そ
れ
は
空
気
感
の
よ
う
に
人
か
ら
人
へ
伝
わ
り
予
測

も
し
な
い
状
態
、
心
の
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

目
の
前
に
あ
る
大
き
な
仕
事
や
多
忙
な
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
時
に
は
感
じ
な
か

っ
た
漠
然
と
し
た
不
安
を
ど
の
よ
う
に
処
理
、
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
？
考
え
た
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
の
津
波
の
後
の
瓦
礫
の
山
を
見

た
時
、
自
分
だ
っ
た
ら
・
・
・
と
誰
し
も
が
考
え
た
事
で
し
ょ
う
。 

心
の
痛
み
は
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
？
そ
れ
だ
け
で
は
無
理
で
し
ょ
う
。 

人
と
の
関
わ
り
、人
の
支
え
な
く
し
て
は
抜
け
出
せ
な
い
の
が
現
実
の
よ
う
で
す
。 

家
族
で
あ
り
、
友
人
で
あ
り
、
真
実
の
会
話
（
言
葉
）
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
大
き
な
力
と
な
っ
て
支
え
続
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
存
在
そ
の
も
の
が

支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。 

 

ノ
イ
エ
ス
前
の
国
道
十
七
号
に
は
自
衛
隊
の
支
援
救
助
車
が
毎
日
何
台
も
通
過

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
日
は
一
般
車
が
忙
し
そ
う
に
走
っ
て
い
ま
す
。 

国
内
で
開
催
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
大
き
な
企
画
展
や
イ
ヴ
ェ
ン
ト
も
キ
ャ
ン
セ
ル

が
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
は
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
何
故
か
淋
し
い

気
が
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
美
術
作
品
と
向
き
合
う
時
間
、
音
楽
を

聴
く
時
間
が
必
要
の
は
ず
で
は
な
い
か
・
・
・
と
思
い
続
け
ま
し
た
。 

私
事
で
す
が
誕
生
日
に
妹
夫
婦
が
く
れ
た
加
山
雄
三
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
こ
れ
も
桐

生
で
延
期
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
）
に
両
親
と
行
き
、
元
気
を
も
ら
っ
て
き
ま
し

た
。
舞
台
に
立
つ
姿
勢
、
七
十
四
歳
で
十
数
曲
を
い
っ
き
に
歌
う
若
大
将
五
十
年

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
感
激
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い
若
大
将
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ィ
ル
ム

も
上
映
さ
れ
た
り
・
・
・
と
自
分
の
年
齢
を
感
じ
つ
つ
、
七
十
代
、
八
十
代
も
ま

だ
ま
だ
・
・
・
と
声
援
を
送
る
こ
の
頃
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
藤
） 

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
展
覧
会
〉 

 

群
馬
の
作
家
に
よ
る 

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
小
物
展 

Ｐ
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ｒ
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〈
企
画
〉 

 

小
池
千
恵
子 

 

瀬
下
充
代 

 
 

田
島
智
子 

 
 

千
葉 

恵
利 

 

藤
崎
耀
子 

 

五
月
二
十
八
日
（
土
）
〜
六
月
五
日
（
日
） 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

 

群
馬
の
作
家
に
よ
る
第
二
回
目
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
小
物
展
で
す
。 

手
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
身
近
に
そ
の
感
触
、
使
い
や
す
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
古
布
を
利
用
し
た
バ
ッ
ク
。
七
宝
や
布
を
使
っ
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
皮
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
作
品
な
ど
展
示

販
売
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。 

  

福
島
保
典
展 

 

〈
企
画
〉 

 

六
月
十
一
日
（
土
）
〜
十
九
日
（
日
） 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

 

創
元
展
や
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
椿
で
出
合
う
福
島
さ
ん
の
作
品
に
は

刻
々
と
変
わ
る
人
と
い
つ
も
変
わ
ら
ず
に
い
て
く
れ
る
人
の
姿
を
見

る
。
大
胆
な
構
図
の
中
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
白
の
表
情
を
感
じ
、
ホ
ッ

と
す
る
。
そ
し
て
同
時
に
飾
ら
ず
に
裸
の
人
間
と
向
き
合
う
・
・
・

と
い
っ
た
向
き
合
い
方
を
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
そ
の
時
々
の
福

島
さ
ん
の
姿
そ
の
も
の
と
い
っ
た
作
品
作
り
を
し
て
い
る
か
ら
な
の

だ
と
思
う
。 

  

六
月
二
十
七
日
（
月
）
〜
七
月
三
日
（
日
） 

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
フ
ー
（
貸
し
画
廊
） 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
、
案
内
状
を
ノ
イ
エ
ス
受
付
に
ご
用
意

し
て
お
き
ま
す
。 

 

＊
企
画
展
に
関
し
ま
し
て
は
、
開
廊
時
間
が
夏
時
間
の
午
前
九
時
三

十
分
〜
午
後
五
時
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

第
九
回 

ノ
イ
エ
ス
展 

 
 

〈
企
画
〉 

 

七
月
九
日
（
土
）
〜
十
七
日
（
日
） 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

  
 

出
品
作
家 

 

秋
葉 

健
（
写
真
） 

 
 

稲
葉
州
治
（
書
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

正
（
絵
画
） 

 
 

清
水 

茂
（
絵
画
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

角 

り
わ
子
（
陶
芸
） 

 

住
谷
夢
幻
（
書
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

関
次
俊
雄 

 
 
 
 
 
 

広
田
義
人
（
絵
画
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

真
下
京
子
（
書
） 

 

＊ 

案
内
状
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
回
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
後
の
展
覧
会
に
つ
き
ま
し
て
も
詳
細
が
決
ま
り
次

第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内 

 

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
貸
し
） 

井
上
静
香
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
森
口
恭
子
（
ヴ
ィ
オ
ラ
） 

宮
城
健
（
チ
ェ
ロ
） 

六
月
二
十
六
日
（
日
）
①
午
後
一
時
三
十
分
〜
②
午
後
四
時
〜 

会
場 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

チ
ケ
ッ
ト
二
〇
〇
〇
円 

問
い
合
わ
せ
先 
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  書
籍
の
ご
案
内 

 

「
忘
れ
え
ぬ
赤
城
」 

―
水
野
葉
舟
、
そ
し
て
光
太
郎
そ
の
後
― 

 
 
 
 
 
 

佐
藤
浩
美 

 

（
三
恵
社
）
定
価
一
五
二
四
円
＋
税 

＊ 

前
著
書
「
光
太
郎
と
赤
城
」（
一
九
〇
五
円
＋
税
）
と
合
わ
せ
て

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ノ
イ
エ
ス
ブ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
で
お
求
め
下
さ
い
。 

  

今
回
の
「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
は
、
入
れ
な
く
て
は
・
・
・
と
考
え

て
い
た
展
覧
会
や
イ
ヴ
ェ
ン
ト
が
多
く
、
ご
案
内
を
い
た
だ
き
な
が

ら
掲
載
出
来
な
か
っ
た
催
事
が
あ
り
ま
す
。 

ご
来
廊
さ
れ
た
方
々
に
は
お
預
か
り
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
、
ご

案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。 




